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0．はじめに

 本稿の目的は、沖縄・首里方言の規則動詞の活用形を対象とし、それに形態音韻的な観

点からの記述を試みることである。

 従来琉球諸方言の研究は莫大な数にのぼり、音韻的な面や文法的な面から様々なアプ

ローチが成されている。しかし、私が見る限りでは，それらの研究は単語レベルの現象を

表面的に観察したものが殆どである。例えば、音声面では、ある単語における単音を方言

間で対照し、ある方言ではその単音が存在するとか、またはそれが別の音声と対応してい

るとかの問題しか扱っていない。勿論、このような対照も基礎的で必須のものであり、ま

た寸間（1970）・多和田（1973）など動詞の活用形を形態音韻的な立場から記述した報告

もない訳ではないが、結局は両者ともかなり表面的なレベルでの分析をしている。

 本稿では、「言語」は辞書（語彙、lexicon）と様々なレベルの文法規則（rule）から成

り立っているという立場を取る。辞書に関しては、どのような情報をそこに組み込んでお

くかの問題はあるにしろ、かなり言語（方言）固有（language-particular）な要素が多い。

一方、文法規則に関しては、言語固有なものと言語普遍的（language-universa1）なもの

の両方が存在している。しかし、それを判断するためには、その言語がどのような規則の一

集合体によって構成されているのかを厳密に記述する必要がある。本稿では、このような

記述を動詞活用形といった狭い範囲に適用し、動詞が活用する際にどういつだ音韻規則が

働くかについて考察する。このような生成音韻論的な立場に立つ報告を寡聞にして聞いた

ことがないので、ここでは一試論として私の考えを提出する。

1．動詞語幹について

 ここでは，t『沖縄語辞典』で「規則動詞」と呼ばれているものだけを対象とする。動詞

の語幹は、その活用形から、次のように分類できる。（注1）

  （1）a．子音語幹動詞（語幹末子音はm、b、 s、 k、9、 t、 d、 r、 pの9種）

       例：yum一く読む〉、 tub一く飛ぶ〉、 sas一く刺す〉、

         kak一く書く〉、 nug一く脱ぐ〉、 tat一く立つ〉、

         kand一く被る〉、 tur一〈取る〉、 Sin一く死ぬ＞

   b．母音語幹動詞（語幹末母音はiのみ）

       例：6i一く着る〉、？uki一〈起きる〉

（1）



   c．強変化動詞

          kund一～kun6一くくびる＞

          nnd一～nu一く見る＞

          s一～si一～Qs一くする〉

          ？ik一一” ？n一〈そi＜＞

          6（u）一一一 ku一 一Q6一く来る〉

上村（1972：34）には「奄美沖縄方言群では弱変化動詞（一二段活用動詞）はことごとく

ラ行の強変化動詞（五段活用動詞）へ移行した」（注2）という記述が見られるが、後の

分析から分かるように、母音語幹動詞にはi語幹動詞（語幹末分節音（stem-fiロal segment）

が／i／である動詞）が存在する。（注3）

2．データ

 ここで用いるデータは全て文献から引用したものであるため、形態音韻論的な分析に

とってはデータが不足している箇所がある。従って、全ての活用形を挙げることはできな

い。現時点ではそれを補うだけの資料を持ち合わせていないため、「データ不足だ」と述

べておくしかない。しかし、その旨を明確に述べることによって、問題のありかを明示で

きるばかりでなく、従来の調査で漏れていた部分も明らかにできることは確かである。

 r語幹動詞に関しては、語幹末子音／r／の直前の母音が重要な役割を果たすので、他の

動詞よりも多めにデータを挙げてある。

 以下のデータでは、一番左に基底形（underlying form， UF）、真ん中に音声形（phonetic

form；PF）、〈〉の中には大体の意味を記した。（注4）

2．1．「～する」の形（肯定普通態現在の「終止形」）

sas- 凾浮m

tub-yuN

yUM-YUN

Sin-yuN

kak-yuN

nug-yUN

tat-yUN

kand-yuN

tur噂yUN

warar- 凾浮m

sasuN

tubuN

junuN

jUMUN

jUMjUN

finuN

ka6uN

nu2uN

ta6uN

kan2uN

tUjUN

tUiN

warajuN

〈刺す〉

〈飛ぶ〉

〈読む〉（注5）

〈死ぬ〉

〈書く〉

〈脱ぐ〉

〈立つ〉

〈被る〉

〈取る〉（注6）

〈笑う〉

（2）
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koor-yuN

keer-yuN

CIr- 凾tN

？irir-yuN

？uki-yuN

6i-yuN

ko：juN

ke：juN

6ijuN

？irij uN

？ukijuN

6ijuN

〈買う〉

〈帰る〉

〈切る〉

〈入れる〉

〈起きる〉

〈着る〉

 まずこの活用形の接辞の基底形であるが、母音語幹動詞／6i・一一／〈着る〉が［6ijUN］とし

て現れることから、／一yUN／と設定できるだろう。 r語幹動詞では、接辞初頭音／y／の直

前で語幹末子音／r／が消去されると考えれば、うまく行くようである。即ち、次の規則が

必要となる。

  （2）r消去規則

       ・一φL一〔梱

 s、b、 m語幹動詞では、例えば／sas-yuN／→［sasuN］〈刺す〉、／tub-yuN／→［tubuN］

〈飛ぶ〉等となるこどから分かるように、形態素境界を挟んで語幹末子音の直後の／y／は

消去される。即ち、次のような規則が仮定できる。

  （3）y消去規則

       y'¢／C一一

この規則によって、s、 b、 m語幹動詞はうまく記述することができる。但し、規則（3）は

（2）よりも後に適用されなければならない。

 次にk、9語幹動詞であるが、これらはそれぞれ／k-y／、／g-y／の部分が［6］、圏となっ

ている。ここで思い出されるのは、英語などにも良く見られる軟口蓋音軟化（Velar

Softening）という現象である。これは、前舌・非低舌音の直前でk→s、 g→d3の交替

が起こるというものである。ここでは、これに良く似た現象が起こっているものと考えら

れる。次のような規則を仮定する。

  （4）軟口蓋音軟化

       （E） 一 （S一）／一一 （iRl ，k）

この規則は、（3）よりも先に適用されなければならない。そうすることによって、次のよう

な派生を辿ることになる。

  （5） UF ／kak-yuN／ ／nug-yuN／

4
0
0

ka6 一yuN

ka6一 uN

nuz- 凾浮m

nuz一 UN

PF   ［ka6UN］〈書く〉  ［nu2UN］〈脱ぐ〉

（3）



 t、d語幹動詞については、／tat-yuN／→［ta6uN］〈立つ〉、／kand-yuN／→［kan2uN］〈被

る〉の例から分かるように、それぞれ／t-y／→［6］、ノd-y／→［2］となっている。そこで、

次のような規則が考えられる。

  （6）歯音口蓋化

       （：gO，；） 一 ［＋high］ ／一 一 （：Rl，C，k）

勿論、規則（6）の後に（3）が適用される。

2．2．「～しない」の形（否定普通態現在の「終止形」）

sas-aN

tub-aN

yum-aN

Siri-aN

kakmaN

nugmaN

tat一'aN

kand-aN

tur-aN

sasaN

tubaN

jumaN

finaN

kakaN

nugaN

tataN

kandaN

turaN

warar”aN wararaN

koor-aN

keer-aN

6ir'一aN

？irir-aN

？uki-aN

6i-aN

wara：N

ko：raN '

ke：raN

6iraN

？iriraN

？ukiraN

6iraN

〈刺さない〉

〈飛ばない〉

〈読まない〉

〈死なない〉

〈書かない〉

〈脱がない〉

〈立たない〉

〈被らない〉

〈取らない〉

〈笑わない〉（注7）

〈買わない〉

〈帰らない〉

〈切らない〉

〈入れない〉

〈起きない〉

〈着ない〉

 この活用形の接辞は／一aN／である。子音語幹動詞の場合はそのまま接辞が付くだけであ

るから問題はない。しかし、母音語幹動詞（i語幹動詞）の場合は、この活用形のとき、

r語幹化（いわゆるラ行五段化）する。従って、／？uki一／〈起きる〉、／6i一／〈着る〉など

では、語幹末母音の直後に／r／が挿入される。（注8）

2．3．「～した」の形（肯定普通態単純過去の「終止形」）

sas-taN

tub-taN

yum-taN

Sin'taN

sa6aN

tudaN

judaN

fi2aN

〈刺した〉

〈飛んだ〉

〈読んだ〉

〈死んだ〉

（4）
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kak-taN

nug-taN

tat-taN

kand噌taN

tur-taN

warar-NtaN

koor-taN

keer-taN

cir“taN

？irir-taN

？uki-taN

6i一'taN

ka6aN

nuzaN

ta66aN

kantaN

tutaN

warataN

ko：taN

ke：taN

6i66aN

？ittaN

？ukitaN

6i6aN

〈書いた〉

〈脱いだ〉

〈立った〉

〈被った〉

〈取った〉

〈笑った〉

〈買った〉

〈帰った〉

〈切った〉

〈入れた〉

〈起きた〉

〈着た〉

 この活用形の接辞の基底形は、母音語幹動詞などから、／一taN／と仮定できる。まず分

かることは、「語幹末子音一接辞の初頭音」の部分が［t］、［tt］、［6］、［66］、［d］、［2］のい

ずれかになっていることである。そこで、当該部分の音声形によって、【表11のように

層分類してみる。

【表1】

r語幹動詞以外
r語幹動詞 i語幹動詞

の子音語幹動詞

［
t
］ kand一く被る〉 tur一〈取る〉 ～uki一く起きる〉

warar一く笑う〉 ？tati一く立てる〉

koor一く買う〉 ii一く貰う〉

keer一〈帰る〉（注9）

［tt］ ？irir一く入れる〉

hwirir一く拾う〉

［司 sas一〈刺す〉 6i一〈着る〉

kak一く書く〉 ni一く煮る〉

卜く座る〉

［6司 taレ〈立つ〉 6ir一く切る〉

（5）



？ir一く入る＞

汲奄宙黷ｭ蹴る〉

［d］ tub一く飛ぶ＞

凾浮壕黷ｭ読む〉

［z］ Sin一く死ぬ＞

獅浮㊧黶q脱ぐ〉

【表1】からも分かるように、ここでは動詞を3種類に分けて考える。中心的な問題は接

辞初頭音／t／が有声音（vojced）／無声音のいずれで現れるか、及び口蓋化（palatalization）

音／非口蓋直音のいずれで現れるかの二点にあるようである。

 まず、口蓋化／非口蓋化の対立から見て行く。具体的には、非口蓋化音［t］、［tt］、［d］

で現れるか、口蓋三音［6］、［66］、［2］で現れるかのいずれかである。【表1】から分かる

ように、語幹末子音が／s／、／k／、／t／、／n／、／g／、／r／であるとき、口蓋化音［6］、圏で

現れている。これら6つの語幹末子音はおおよそ［一labial］（非唇音性）で表せられるこ

とから、以下のような規則を仮定できる。

  （7）／t／口蓋化規則A

              C
       t→ ［＋high］ ／ ［一labial］ 一

但し、注意すべきことは、［一labial］というグルーープには／d／も／r／も含まれていること

である。d語幹動詞及び／tur一／〈取る〉などのr語幹動詞では［t］が現れるため、規則

（7）の適用を免れなければならない。そこで、規則（7）よりも前に、語幹末子音／d／、／r／を

消去するような規則を設定する必要がある。次の規則（8）を仮定する。

  （8）d、r消去規則

（gl一¢／
一t

このようにすることによって、規則（7）に例えば「語幹末子音C≠／d／、／r／」のような但

し書きを付けなくて良いことになる。

 次に、r語幹動詞における口蓋化について見てみる。まず、／tur一／〈取る〉、／？irir一／

〈入れる〉などでは口蓋化は起こっていない。（注10）口蓋化が関わるのは、／6ir一／〈切

一る〉、／？ir一／〈入る〉などの一音節語幹を持つ動詞である。また、この現象はi語幹動詞

でも同様に起こる。即ち、一音節語幹動詞では口蓋化音［司が現れる。従って、r語幹動

詞にもi語幹動詞にも適用できるように、次のような規則を仮定する。

（6）
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  （9）／t／口蓋化規則B

      語幹末子音／r／の直前が／i／であるr語幹動詞及びi語幹動詞では、その語

      幹の音節数が一音節のときに（長母音音節語幹は除く）、接辞初頭音／t／は

  ＼  口蓋化する。（注11）

ここで、規則（9）の適用順序を考えてみる。先に規則（8）を仮定したが、／6ir一／〈切る〉など

の動詞では語幹末子音／r／が（8）によって消去されてはいけないので、規則（9）は（8）よりも先

に適用されなければならない。

 r語幹動詞に関して残る問題は、／6ir一／〈切る〉などでは［66］で現れているというこ

とである。t語幹動詞でも同様の現象が起こっていることから、次のような逆行同化規則

が考えら．れる。

  ⑩逆行同化規則

      ｛ト／一

 次に問題となるのは、有声／無声の対立である。【表1】からも分かるように、語幹末

子音が／s／、／k／、／t／、／d／、／r／のときには無声音［t］、［tt］、［6］、［66］のいずれか、／b／、

／m／、／n／、／g／のときには有声音［d］、［乏］のいずれかになっている。従って、次のよう

な規則が必要となる。

  ⑪順行同化規則

                C
       C→ ［＋voiced］ ／ ［＋voiced］ 一＿

この規則は語幹末子音が有声であれば接辞初頭音も有声になるという規則であるが、語幹

末子音が／d／、／r／のときには、この規則が適用されてはいけない。語幹末子音／d／、／r／

は規則（8）で消去されるので、規則⑳を（8）の後に順序付ければ良い。

 最後に残った作業は、語幹末子音／s／、／k／、／b／、／m／、／n／、／g／を消去することであ

る。次のような規則を仮定する。

  圃語幹末子音消去

       Ci 一¢／一一 C2 （C i 7E C2）

この規則には但し書きが付いているが、これはt語幹動詞及び／6ir一／〈切る〉などのr

語幹動詞への適用を阻止するためである。

 以上「～した」の形に適用される規則を見てきたが、ここでそれらの規則の適用状況を

見ておく。【表2】は、「語幹末子音一接辞初頭音」の派生過程を示したものである。

（7）



           【表2】（注12）

UF d-t s-t k-t b-t m-t n-t g-t t-t r，一t r，一一t ii-t i2-t

（9）

（8） 一t

（7）

（10）

（11）

吻

s-6 k”6 n”6 gL6 t-6
               6-6

     b”d m-d n-2 g-2

一～i  -6   -d   -d  一乞  一書

一t

PF   t   6   6   d   d  乞   乞  66   t

2．4．「～し」の形（肯定普通態の「連用形」）

sas-l

tub-i

yum-i

Sin-i

kak-i

nug-i

tat“i

kand-i

tur-i

warar-i

koor-i

keer-i

6ir-i

？irir-i

？uki-i

6i-i

sasi

tubi

jumi

fini

ka6i

nu2i

ta6i

kan2i

tui

warai

ko：i

ke：i

6i：

？iri：

？uki：

6i：

〈刺し〉

〈飛び〉

〈読み〉

〈死に〉

〈書き〉

〈脱ぎ〉

〈立ち〉

〈被り〉

〈取り〉

〈笑い〉

〈買い〉

〈帰り〉

〈切り〉

〈入れ〉

〈起き〉

〈着〉

r-C

6-6

1-C

66 it id

 この活用の接辞は／一i／であると仮定できる。この活用形には直後にdu suruという形

が付いて、〈～するのだ〉というような意味になることが津波古（1992）で述べられてい

るが、金城・服部（1959）の「連用形」と同じ形であるので、後者の形のまま挙げた。

 ここで問題となるのは、r語幹動詞である。・ここでは、形態素境界を挟んで接辞／i／の

直前で語幹末子音／r／が消去されているが、これは規則（2）によって記述することができる。

 次にk、9語幹動詞では、語幹末子音の部分がそれぞれ［司、［2］で現れている。これ

は前述の規則（4）（velar 30ftening）で説明できる。形態素境界を挟んで／i／（［＋high，一back］）

の直前にある／k／、／g／は、それぞれ［6］、［2］と交替する。

 また、t、 d語幹動詞では、／t-i／→［6i］、／d-i／→［2i］の交替が起こっているが、こ

（8）
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れらは規則（6）によって記述できる。規則（6）では形態素境界が重要な役割を果たすので、

「～して」の形の接辞／一ti／や／tati一／〈立てる〉などの語幹では、この規則は適用されない。

2．5．「～して」の形（肯定普通態の「分詞」）

nas-ti

tub-ti

yum-ti

Sin-ti

kak-ti

nug-ti

tatmti

kand-ti

tur-ti

warar-ti

koor-ti

keermti

6ir-ti

？irir-ti

？uki-ti

6i-ti

na6i

tudi

judi

fi2i

ka6i

nu乞i

ta66i

kanti

tuti

warati

ko：ti

ke：ti

6i66i

？itti

？ukiti

6i6i

〈産んで〉

〈飛んで〉

〈読んで〉

〈死んで〉

〈書いて〉

〈脱いで〉

〈立って〉

〈被って〉

〈取って〉

〈笑って〉

〈買って〉

〈帰って〉

〈切って〉

〈入れて〉

〈起きて〉

〈着て〉

 この活用形の接辞は／一ti／と仮定できる。接辞初頭音の分布は「～した」の形と同じで

ある。また、適用される規則も「～した」の形の場合と同じなので、ここでは省略する（2．

3．参照）。

3．まとめ

 以上、僅かではあるが5つの活用形を提示し、それに形態音韻論的な分析を加えていっ

た。首里方言では、「～する」「～しない」「～して」の三つの形が分かれば、他の活用形

などはこれらから類推できるのではあるが（『沖縄語辞典』P。58）、なにぶん挙げてある

動詞の数も少ないため、データとしての価値はあまり期待できないかも知れない。また、

ここで定式化した規則も暫定的なもので、その一つ一つについて妥当性を検討できていな

いのも事実である。

 ただ、私の焦点は「「言語」は規則の束から成り立っている、従って言語・方言間の違

いと言った場合、規則のどの部分が違っていることなのか、それともある規則が欠けてい

ることなのか、逆に多いことなのか」などという問題を解決することにあるため、本稿は

以上のことを琉球諸方言で実証するための最初の一試論である。従って、様々な諸方言と

対照させていく内に、ここで挙げた諸規則の中には改訂を加えないといけなくなるような

ものも勿論出てくるだろう。それらは全て今後の研究に期することにする。

（9）



【注】

（1）Sin一く死ぬ〉は、『沖縄語辞典』（p．63、65）ではこの活用を示すものが一つしか

  ないということで不規則動詞に入っているが、津波古（1992：842-3）では規則動

  詞に入っている。本稿では、後者に従って規則動詞として扱う。kund一＜くびる〉

  は語幹末子音が／d／であるが、d語幹動詞とは異なる活用を起こす。これと同じ活

  用を起こす動詞は他にはないので（津波古1992：842）、強変化（不規則）動詞に

  含める。強変化動詞の基底形はかなり暫定的で、不明な点も多い。また、各種記号

  の解説は注4を参照のこと。

（2）上村氏の言う「強変化動詞」は規則動詞を指し、私の言うそれは不規則動詞を指し

  ている点で、使い方が異なる。

（3）但し、明確にi語幹動詞とみなすことが出来るものは、語幹が一音節である動詞に

  限られる。詳細は注9を参照のこと。

（4）以下、活用形の名称は、『沖縄語辞典』のものをそのまま使わせてもらう。勿論、

  便宜上のものである。基底形を記号／／で、音声形を記号［］で括って示すが、文

  脈上明らかな箇所では省略する。記号一は形態素境界（morpheme boundary）を示

  す。Cは子音、 Vは母音をそれぞれ表す。弁別素性の省略形は、［cor］・coronal（舌

  二二）、［son］ニsonorant（共鳴性）を示す。音声記号は簡略表記を採っている。

   『沖縄語辞典』（pp．39-41、43、47-50）によると、貴族・士族の成年男子では［i］、

   ［e］の直前で［∫］／［s］、全ての母音の直前で［t∫］／［ts］／［t］、［d5］／［dz］／［d］

  の対立がそれぞれあるが、平民などでは全ての母音の直前で［t∫］／［t］、［d5］／［d］

  の対立しかない。本稿では、／S／［∫］、／s／［s］、／6／［t∫］、／ts／［ts］、／t／［t］、／2／

  ［d3］、／dz／［dz］、／d／［d］とする。また、［Qsi］／Qs-i／〈して〉の［Q］は「標準語

  のつまる音（ッ）とほぼ同じに発音されるが、いっそう成節的である」（『沖縄旧辞

  典』p．46）とあるが、ここでは対象外なので具体的な音声は保留しておく。

（5）『沖縄語辞典』（p．61）によると、li UMUN］は首里周辺で聞かれるらしい。また、

  恥mjUN］は古風な形としてある・とのことである。本稿では／yum一／〈読む〉という

  基底形を設定しているため、［j unUN］は／m／→［n］の交替によって派生され（どの

  程度自由変異（free variation）かは不明）、 liumjuN］は規則（3）の適用が免れること

  によって派生されるものと考える。

（6）金城・服部（1959：333）によると、「／一'ju'N／の代りに／一'i'N／を有する形式も用ゐ

  られる」とあり、男女差・世代差が関与するようである。ここでは、〈取る〉の所

  にのみ［iN］の付く形を書いておく。

（7）［wara：N］のように語幹末子音／r／が削除された形が他にも見られるかどうか不明

  である。通時的には、母音語幹動詞がr語幹動詞に移行する際の名残かも知れない。

（10）



沖縄・首里方言の規則動詞の形態音韻論：試論

（8）母音語幹動詞のr語幹化がどの活用形で起き、どの活用形で起きないかは今の所不

  明である。少なくとも本稿で扱った活用形の中では、この「～しない」の形だけに

  r語幹化が起こる（「一一する」の形でもr語幹化が起こ，っているとも考えられるが、

  結局は規則（2）によって／r／が消去されるので、明かではない）。また、／r／挿入が

  文法のどのレベルで起こるのかも問題として保留しておく。

（9）このグループには、語幹末子音の直前が／i／で、しかも二音節以上の語幹を持つ・r

  語幹動詞も含まれるはずであるが、現時点では見つかっていない。もっとも、この

  場合、r語幹動詞であるのかi語幹動詞であるのかを区別する根拠はないように思

  われる。一音節の語幹を持つ動詞においては、r語幹動詞では［66］で現れ、 i語

  幹動詞では［6］で現れるというように、音声的な違いが出るが、二音節以上の語幹

  を持つ動詞においては、どの活用形でも違いが出てこない。具体的に言えば、

  ／？uki一／〈起きる〉などのi語幹動詞を／？ukir一／などというようにr語幹動詞とし

  て扱っても、以下の分析では差し支えないのである。即ち、i語幹動詞の内、一音

  節語幹の場合はr語幹化が決定的な役割を果たすが、二音節以上の語幹の場合はr

  語幹化が決定的ではない（r語幹化していようが、していまいがどうでもいい）と

  言えよう。

（10）／？irir一／〈入れる〉などの動詞では、語幹の／ri／の／i／が何らかの規則によって削

  除されるのか、それとも辞書レベルで／？irir一／～／？ir一／の2種の語幹を持つ動詞

  とするのか、不明である。ただ、この活用形で、2種の語幹の内／？ir一／が利用さ

  れるとすると、規則（9）に引っかかり、不適格な音声形が出力されるので、や1まり

  ／i／を消去する音韻規則を仮定した方が良y・かも知れない。但し、他にもこの現象

  が見られるかどうかは現在の所分からない。問題として保留する。

（11）この規則の重要な点の一つである「語幹末母音または語幹末子音の直前の母音が

  ／i／であること」という条件に関しては、類似の現象が品詞の枠を超えて見られる。

  詳細は上村（1972：29）を参照のこと（但し、理論的背景は本稿とは違う）。また、

   【表11には二音節語幹動詞の例しか出していないが、三音節以上の語幹を持つ動

  詞には次のようなものがある。／？aaki-taN／［？a：kitaN］〈割れた〉、／？adati-taN／

  ［？adatitaN］〈捜した〉、／？akihataki-taN／［～akihatakitaN］〈はだけた〉など（これ1

  らの動詞はr語幹動詞として扱ってもi語幹動詞として扱っても良い。注9参照）。

   「～した」の形では、接辞初頭音は全て［t］で現れている。

（12）／r、／は、／tur一／〈取る〉など語幹末子音／r／の直前の母音が／i／以外のr語幹動詞、

  及び語幹末が／ir一／で、しかも二音節以上の語幹を持つr語幹動詞の語幹末子音を

  表す。／r、／は、／6ir一／〈切る〉など語幹末が／ir一／で終わる一音節語幹を持つr語

  幹動詞の語幹末子音を表す。／iユ／は二音節以上の語幹を持つi語幹動詞の語幹末

  母音を、／i2／は一音節語幹のi語幹動詞の語幹末母音をそれぞれ表す。

（11）
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Morphophonology of the Regular Verbs in the Shuri Dialect： Preliminaries

               Mitsu'hiko Arimoto '一 一

             Baiko Jo Gakuin Junior College

 In this paper， 1 would' like to analyse the regular verbs in the Shuri dialect from the Mor-

phophonological point of view．

 My standpoint is that language consists of the lexicon and the grammatical rules in va-

rious levels， as in the theory of Generative grammar． The differences of language are not

oniy those of the lexicon but also those of the rules．・My final purpose is tb desbribe the lat-

ter in the Ryukyuan dialects． This paper is the preliminary one in order to achieve the pur-

pose． ，

 In the Shuri dialect， the conjugation of the regular verb＄ is described by a set of phonolo-

gical rules． But the following problems remain：

 1）Which is the language-universal rule？ Which is the language-particular rule？

 2） What contribute to the differences among languages； the differences of the environment

  of rules， or the differences of the number of rdles？

（12）


